
2024 年 8 月 1 日発行 有田史談会「月例通信」 第52号

会報第 12 号が予定通り完成しました。今回の投稿の

一番目は鶴 美百合さん。しかもスマホでの入力、脱帽

です！ 驚きと同時にいつもながらの弾むような文章

とその文字数に感心しています。まるで会話でもしてい

るかのような滑らかな文章です。大作に拍手！！

今回の会報はいつも通り A4 版で 14 ページ。皆様の

投稿で今回も素晴らしい会報になりました。お疲れさま

でした。

2025 年１月号(No.13)発行の折に、これまでの会報

を１冊にまとめてお届けしたい！ その際に、大橋

先生と尾﨑顧問にも寄稿して頂こうと思います。

事務局が勝手に計画を始めたのですが、皆様のご

意見はいかがでしょうか？

有田史談会も 2013 年の発足から 12 年が過ぎまし

た。会報の編集作業も年々気力や根気が無くなりつ

つある状況から、思い切って記念になる一冊を残し

たいと思っています。皆様に賛同いただき、次回発

行する来年１月末までに、編集作業を終え配付する

計画です。 記念の本になると思うので、次号は全

員からの投稿を願っています。

九州陶磁文化館にて２名の学芸員の解説を聞きな

がら赤戯幸コレクションの寄贈記念展の鑑賞が出来

ました。 初期伊万里・初期色絵・初期鍋島の初めて

見る作品に感動しました。 参加者は７名。

【日 時】7 月 5 日（金）13：00～15：00
【講 師】巌 由季子学芸員・徳永副館長

猛暑が続いており、８月は自宅で体力を温存してのん

びりお過ごし下さい。

熱中症対策は万全にお願いします！

毎週水・土曜日はデイサービスに通っておられ、声も

明るくとても元気な様子です。今回は会報への投稿があ

りませんでしたが、次回の執筆をお願いしました。

近日中に会報をお届けする予定です。

８月１日に会議室の予約を取ります。９月５・６日の

いずれかで申し込みを行います。予定をお願いします！


